
　　
多
年
生
雑
草
の
多
く
は
、地
上

部
を
枯
ら
し
て
も
地
下
の
塊
茎
が

残
っ
て
い
る
と
、翌
年
の
発
生
源
と

な
り
ま
す
。収
穫
終
了
後
に
再
度

発
生
す
る
た
め
、防
除
を
行
い
、発

生
源
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

①
稲
の
収
穫
時
、20
㌢
を
目
安
に

や
や
高
め
に
刈
り
取
る
。

②
霜
が
降
り
て
雑
草
の
生
育
が
停

止
す
る
10
月
末
ま
で
に
、根
ま
で

枯
ら
す
タ
イ
プ
の
除
草
剤（
ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
等
）を
再
生
し
た
雑

草
に
散
布
す
る
。

③
除
草
剤
散
布
後
は
２
週
間
程
度

耕
運
を
し
な
い
。

④
年
内
に
耕
運
を
し
、残
っ
た
塊
茎

を
破
壊
ま
た
は
地
表
に
露
出
さ

せ
る
。

　
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー

ド
は
、専
用
の
ノ
ズ
ル
を
使
用
す
る

と
、従
来
よ
り
も
少
な
い
水
量
で
同

じ
薬
量
を
散
布
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す（
写
真
❹
、図
❷
）。

　
ラ
ウ
ン
ド
ノ
ズ
ル
は
、推
奨
噴
霧

機
以
外
で
は
使
用
で
き
な
い
の
で
、

購
入
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
以
外
の
除

草
剤
で
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

●
オ
モ
ダ
カ（
写
真
❺
）

　
矢
じ
り
の
よ
う
な
葉
を
形
成

し
、く
ち
ば
し
の
よ
う
な
芽
を
持
つ

塊
茎
か
ら
発
生
し
ま
す
。土
中
で

の
寿
命
は
約
１
年
で
す
が
、適
当
な

乾
燥
条
件
に
置
か
れ
た
場
合
は
、

数
年
生
存
し
ま
す
。

●
ク
ロ
グ
ワ
イ（
写
真
❻
）

　
細
長
く
ま
っ
す
ぐ
伸
び
、少
量
の

花
茎
を
形
成
し
、地
下
茎
を
伸
ば

し
て
分
株
を
繰
り
返
し
ま
す
。休

眠
性
を
持
つ
た
め
、発
生
が
ま
ば
ら

で
長
期
に
及
び
ま
す
。

　
昨
年
度
の
定
植
後
の
生
育
は
、お

お
む
ね
順
調
で
あ
っ
た
も
の
の
、年
明

け
か
ら
の
数
回
の
降
雪
に
よ
り
生
育

は
緩
慢
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、生
育

終
盤
の
天
候
不
順
に
よ
り
落
花
や
病

害
が
発
生
し
た
結
果
、収
量
の
低
下

や
S
級
、B
級
の
発
生
割
合
が
例
年

よ
り
も
増
加
し
ま
し
た
。

①
被
覆
時
期
と
防
寒
対
策

　
ソ
ラ
マ
メ
は
、幼
苗（
本
葉
５
枚
ま

で
）期
は
寒
さ
に
強
い
で
す
が
、越

冬
時
に
大
き
く
育
っ
た
株
は
耐
寒
性

が
弱
く
な
る
の
で
、無
理
な
早
播
き

は
避
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、被
覆
時

期
が
早
い
と
生
育
が
進
み
過
ぎ
る

た
め
、１
月
下
旬
以
降
を
目
安
に
行

い
ま
し
ょ
う（
写
真
❶
）。

②
病
害
虫
対
策

　
モ
ザ
イ
ク
病
・
萎
黄
病
は
、ア
ブ

ラ
ム
シ
が
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
こ

と
で
発
生
す
る
病
気
で
す（
写
真
❷

❸
）。生
育
初
期
に
感
染
す
る
と
、成

長
が
阻
害
さ
れ
て
枯
死
に
至
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
連
作
を
行
う
と
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
の
で
、土
壌
消
毒
を
作
付

け
前
に
行
う
か
、同
一
圃
場
で
の

栽
培
は
で
き
れ
ば
５
年
以
上（
最
低

で
も
１
年
）空
け
て
行
い
ま
し
ょ

う
。ま
た
、播
種
時
ま
た
は
定
植
時

に
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
１
粒
剤
を
処
理

し
、年
内
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
発
生
す

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、追
加
で
消
毒
を

行
い
ま
す
。気
温
が
上
昇
す
る
頃

に
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
発
生
す
る
の
で
、

発
生
前
に
予
防
す
る
こ
と
が
重
要

で
す（
表
❶
参
照
）。

水　稲 ソラマメ
成東経済センター　水稲専門指導員　大谷 彬 やさいの里営農センター　営農指導員　川島 俊一

8月の分析経過について
合計5点

土壌診断点数 …… 合計35点

※残留農薬分析において、基準値を上回る成分は
検出されませんでした。

◎ＪＡ山武郡市の組合員なら、どなたでも登録できます！！

など

「営農情報メール」配信中！
作柄情報 病害虫対策 青果物概況 イベント案内

登録無料! !

◆登録は、右のＱＲコードまたはＪＡ山武郡市のホーム
ページから！（スマートフォンもしくはパソコンのメー
ルアドレスをご登録ください。）

抑制トマト
抑制ミニトマト
サツマイモ
秋香ゴボウ

2点
1点
1点
1点

最新情報をお届けします

難
防
除
雑
草
に
つ
い
て

主
な
多
年
性
雑
草
に
つ
い
て

昨
年
度
の
振
り
返
り

次
年
度
対
策

防
除
方
法
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表❶　未成熟ソラマメのモザイク病・アブラムシ類防除薬剤

図❷　ラウンドアップマックスロード 水田刈跡の登録内容

薬剤名

バスアミド微粒剤

アドマイヤー１粒剤

モスピラン顆粒水溶剤

スミチオン乳剤

使用量・希釈倍率

30kg/10a

3kg/10a

1000～ 2000倍

使用時期

播種21日前または
定植45日前まで

播種時

収穫3日前まで

使用回数

１回

１回
2g/植穴

4000倍

薬剤名

ラウンドアップ
マックスロード

10ａ当たりの使用量

使用薬量

500～1000mL 50L～ 5L～

希釈水量
通常ノズル使用 ラウンドアップノズル使用

定植時

収穫７日前まで ３回以内

３回以内
写真❷　ソラマメのモザイク病

写真❹　ラウンドアップマックスロードとラウンドノズル 写真❶　ソラマメの防寒対策

写真❸　ソラマメの萎黄病

写真❺　稲刈り後に
再生したオモダカ写真❻　クログワイ

ラウンドノズル®ULV5セット ラウンドノズル®ULV5セット
動　力　用 バッテリー・人力用

１０分の１

強風に飛ばされない
ように、マイカー線な
どで押さえるとよい

防寒対策として、支柱を
使い、被覆する

（写真❷・❸ともに「農文協電子図書館」より引用。
農文協電子図書館は、各経済センターのタブレット
端末で閲覧ができますので、ぜひご利用ください。）
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